
６
月
の
県
議
会
最
終
日
、
日
本
共
産
党
の
猿
渡
（
え
ん
ど
）

久
子
県
議
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
賛
成
の

立
場
か
ら
、
教
職
員
の
定
数
を
計
３
９
名
削
減
す
る
条
例
改

定
案
に
は
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
し
た
。

教
職
員
の
定
数
削
減
の
条
例
改
定
案
は
毎
年
こ
の
時
期
に

提
案
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
ま
で
と
同
様
、
こ
れ
に
反
対
し
た

の
は
残
念
な
が
ら
日
本
共
産
党
の
２
名
だ
け
で
し
た
。

以
下
、
討
論
を
全
文
紹
介
し
ま
す
。
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ホーバークラフト
２
０
２
１
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
第
６
号
で
ホ
ー
バ
ー

ク
ラ
フ
ト
の
調
達
や
発
着
地
の
整
備
の
た
め
の
大
分
空
港
ア

ク
セ
ス
整
備
事
業
費
１
８
億
３
０
０
０
万
あ
ま
り
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
さ
ら
な
る
拡
充
や
希
望
す
る
方
々

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
の
方
か
ら
も
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
今
後
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
大
分
県

実
現
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
今

後
の
予
算
執
行
段
階
で
反
映
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

ま
た
本
日
上
程
さ
れ
た
第
７
号
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
も
、

希
望
す
る
方
が
早
急
に
接
種
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
や
、
職
域
接
種
に
お
い
て
は
、
各
種
団
体
に
加
盟
し
て

い
な
い
小
規
模
零
細
事
業
者
も
対
象
に
で
き
る
よ
う
指
導
す

る
こ
と
を
求
め
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

早
急
に
希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

６
月
３
０
日
に
討
論
に
立
つ
え
ん
ど
久
子
県
議
。
左
手
前
は

広
瀬
県
知
事
。

え
ん
ど
久
子
県
議
は
、
６
月
１
５
日
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
市
町
村
へ
の
支
援
や
子
ど
も
へ
の
接
種
は
慎
重
に
、
と
求

め
ま
し
た
。

２
３
日
に
は
、
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
求
め
、
五
輪
の

中
止
を
大
分
県
と
し
て
求
め
る
よ
う
に
、
な
ど
を
質
し
ま
し

た
。

ホ
ー
バ
ー
車
椅
子1

台
分
で
は
不
十
分

バリアフリーの充実を！！



大分県議会HP→インターネット中継で本会議の録画などを見ることができます。ぜひご覧ください

日本共産党 えんど久子県議が討論

教職員の定数削減に反対は日本共産党だけ
県
立
学
校
１
７
名

小
中
学
校
２
２
名
の
定
数
削
減

次
に
、
第
７
０
号
議
案
、
大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県

市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。
こ
の
議
案
は
毎
年

こ
の
時
期
に
改
正
案
が
出
さ
れ
る
、
学
校
の
先
生
の
定
数
を
削

減
す
る
と
い
う
条
例
で
す
。

今
回
の
条
例
改
正
は
、
県
立
学
校
の
教
職
員
定
数
は
１
７
人

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
立
高
校
の
収
容
定
員
の

減
少
な
ど
で
県
立
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ

る
も
の
と
の
説
明
で
す
。
ま
た
、
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教

職
員
定
数
が
２
２
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童

数
の
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
休
校
か
ら

の
再
開
後
に
授
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
小
６
と
中
３
へ
昨

年
度
は
加
配
し
た
も
の
の
今
年
度
は
こ
の
加
配
が
な
い
こ
と
、

な
ど
が
主
な
要
因
と
の
こ
と
で
す
。

学
校
現
場
に
お
い
て
教
職
員
は
こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
状
況

下
で
、
様
々
な
創
意
工
夫
で
コ
ロ
ナ
禍
の
変
化
す
る
状
況
に
対
応

し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
授
業
や
不
登
校
、
い
じ
め
対
策
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
教
委
は
、
定
数
の
削
減
で
は
な
く
、

教
育
環
境
の
整
備
や
少
人
数
学
級
の
拡
大
、
無
理
な
統
廃
合
や
一

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
の
中
止
及
び
正
規
教
職
員
の
増
員
と

待
遇
改
善
を
行
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

教
員
は
こ
の
５
年
間
で
県
立
学
校
で
１
２
７
人
、
小
中
学
校

で
９
１
人
の
減
と
な
り
ま
す
。
過
去
５
年
間
の
教
職
員
の
病
気

休
職
者
数
は
年
間
で
７
６
人
～
８
９
人
、
そ
の
う
ち
精
神
疾
患

は
４
７
人
～
５
２
人
、
全
体
の
５
５
．
１
％
～
６
８
．
４
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
現
職
死
亡
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
今
ま
で
７

７
人
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
痛
ま
し
い
過
労
死
も
起
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
忙
化
や
長
時
間
勤
務
な
ど
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

少
人
数
学
級
や

正
規
教
員
の
増
員
こ
そ
必
要

毎
年
８
０
人
前
後
の
病
休
者

日
本
共
産
党
と
し
て
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、

小
中
学
校
の
教
員
定
数
を
１
０
年
間
で
９
万
人
増
や
し
、
教
員

の
授
業
負
担
を
減
ら
す
こ
と
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
ま
た
学
校

業
務
の
削
減
を
国
、
自
治
体
と
学
校
現
場
の
双
方
か
ら
推
進
す

る
こ
と
、
教
職
員
の
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
な
ど
の
提
言
を
出
し

て
い
ま
す
。
国
民
の
声
に
押
さ
れ
、
４
０
年
ぶ
り
に
公
立
小
学

校
の
学
級
編
成
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
今
年
度
か
ら
５
年
間

か
け
て
小
学
校
全
学
年
で
３
５
人
学
級
が
実
現
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
中
学
校
へ
も
拡
大
し
、
さ
ら
に
３
０
人
学
級
へ
す

す
め
る
よ
う
、
今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
県
教
委
と
し

て
も
こ
の
立
場
に
立
つ
よ
う
要
望
し
ま
す
。

以
上
、
本
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
１
６
本
の

う
ち
１
本
に
反
対
し
て
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

人
間
ら
し
く
働
け
る
学
校
に


